
第3回

旭混声合唱団定期演奏会

賛 助 出 演 美和エコー

1993年 7月 25日 (日 )
開演 14:00

せとしん  エンゼルホール

主 催 旭 混 声 合 口昌 団



ご あ い さ ―

皆さんこんにちは。本日はお忙しい中、第 3回旭混声合唱団定期演奏会に、よう
こそおいで下さいました。

さて、本 日の演奏会ですが、第 3回の定期演奏会としましたのは、 1990年 の
11月 の尾張旭市文化会館ホールの演奏会を第 1回、 1992年 5月 の美和エコー
とのジョイントコンサー トを第 2回 と数え、本日が第 3回 日であることが一つの理
由です。もう一つの理由は、次回 (第 4回)演奏会を定期と呼べるうちに、 1年か
1年半の内に行えるめどがついたということです。つまり、 1986年 に少人数で
発足以来、練習と活動を積み重ね、また、有数の指揮者とピアニス トを得て、団員

の数と内容において充実し、レパー トリーと呼べるものができてきたということで

す。団員の意識の点では、内輪でアットホームな合唱の楽しみから、地域の文化云

々まではいかないまでも、聴衆の皆さんとともにやはリアットホームな合唱の楽し

みを目指しつつあるということです。

本日、愛知県海部郡美和町の珠玉の女声合唱団「美和エコー」の賛助出演を得て

定期演奏会を開催します。女声合唱と混声合唱の両方をお楽しみ下さい。

最後になりましたが、本日の演奏会を迎えることができましたのは皆さんのご協

力のたまものであると、団員一同心より感謝致しております。 2時間たらずの演奏
会ですが、合唱を通じて、皆さん方と共々に音楽の楽しい時間と空間を作 り出せれ

ばさいわいです。

1993年  7月 25日

旭混声合唱団

-1-

『表紙デザイン 山田みの り』



プログラム

「 Iヨ ニイ史手苛=蘇彗歌 曲 集 」
編 曲  林 光

ゴンドラの唄
椰子の実
叱られて

早春賦
箱根人里

Ⅱ 混声合唱組曲

美 和 ・ コ
ー

ー _ス

「 雪 ヨ封=が訳 」

1

2
3
4

テ
ー
ジ

作詩  宮脇  賢
作曲  河西 保郎

「 ヤち目 :≧ tb違ゞオ■′
`妻

彗」
作詩  結城ふじお
作曲  渡辺 節保

「
,い の 四 署菫」 より 「 ガ民 が 」

作詩  吉野  弘
作曲  高田 二郎

「 躍彗」
作詩  薩摩  忠
作曲  小林 秀雄

「 平窄F募業塁本な」
作詩  野上  彰
作曲  小林 秀雄

オロロン鳥
エ トピリカ
海  鵜
北の海鳥

Ⅳ 混声合唱のための組曲

1 旅立つ 日
2 村の小径で
3 旅のよろこび
4 なぎさ歩めば
5 かごにのって
6 旅のあとに
7 行こう ふたたび

-2-

「 者撃 ′鳥 の 言キ 」
作 詩  更科源蔵
作 曲  広瀬量平

「 旅 」

佐藤  員
田中 清光
山乃井 惧
山乃井 慎
山乃井 惧
田中 清光
田中 清光
田中 清光

曲
詩

作
作



曲 目について

「 日 冽陣ナ予
′
梼彗 電欠 由 委巨 」

滝廉太郎、山田耕搾にはじまる、 日本の近代歌曲の歴史の中で人々に愛唱されて
いる名曲を選び、合唱由に編曲されました。 1964年 から 1975年 にかけて、
東京混成合唱団の以来に応じ林光が編曲したもので、小沢征爾、岩城宏之、田中信
昭等によって初演されました。歌集は 20曲から成っていますが、本 日はこの中か
ら、 6曲 を演奏 します。

「 掏彗≡′廉与σD言キ 」

この曲は 1977年 芸術祭優秀賞に輝いた作品です。
オロロン鳥 と呼ばれるウミガラスも、エ トピリカもケイマフリもどれも、この暗 く
、荒々しい風土から逃れようとせず、むしろ風や吹雪や、氷雪の世界を愛するかの
ように遅 しく生きている。北国の辺境の、過酷なまでに厳 しい自然の中で生きねば
ならぬ者の哀感が、まるで古代の悲歌のような荘重さと高貴さで歌われる。歌われ
ているのは海鳥であるが、詩人の日は明らかに人間に向け照 り返され、我々を共感
と内省へ と誘 う。

「 旅 」

この曲は 1962年 、文部省主催の第
た。現在もポピュラーな合唱曲として、
ます。
旅立ちに始まり、村、海、山、渚……
い、そして終曲の行こうふたたびで力強
のプロローグ。

17回芸術祭参加作品として作曲されまし
各地の合唱団でよく歌われ、親しまれてい

…をめぐり、それぞれの旅を叙情的にうた
くしめくくられます。が、それは新しい旅

郡莫播貯ふな埠な写程融;ζ言型言琴百1ま通色喜唇磨3房響鷺菅I呂9要
テージで歌えますことを、たいへんうれしく思います。
私たち美和エコーは、ちょうど7年前に美和町で誕生いたしました。今
までに4回の定期演奏会を持ち、 とりわけ昨年の旭混声合唱団との、コン
サー トはたぃへん思い出に残 りました。
今日は、子供のメルヘンの世界を歌った「雪野原」、 「湖とちぎれ雲」
を、一昨年、松坂屋のカ トレア杯でゴール ド賞を得た時の曲で、四季を通
じて人間の姿を歌いあげた、高田二郎作曲の「′いの四季」より「風が」、
そして、人の心をとらえて離さない小林秀雄作曲の「瞳」、「落葉松」を
歌います。どうぞよろしく。
本日はありがとうございました。

1993年 7月 25日

美和エコー
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プ ロ フ ィ ーー ル

指揮者   照 喜 名  一 男

昭和 39年、立命館大学法学部卒業。同学オーケス トラに在籍。チェロを故 。上
村正雄氏、指揮を青山政雄氏に師事。在学中チェロ奏者、指揮者として活躍。

昭和 42年、名古屋音楽短期大学 (現 。名古屋音楽大学)器楽科入学。昭和 44
年同学卒業。以後、指揮者、チェロ奏者等でオーケス トラ、室内楽、オペラなどで

活躍。現在、名古屋音楽大学助教授、星野明道、松下修也各氏に師事、海部交響楽

団、江南フィルハーモニー管弦楽団指揮者。平成元年 4月 より旭混声合唱団指揮者。

ピアニス ト 石 りIIひ と み

国立音楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。ピアノを深田嘉子、故・尾高節子、奥田

京子、池沢幹男の諸氏に師事。室内楽、器楽伴奏をアドリアン・コックス氏に、チ
ェンバロを中野振一郎氏に師事。
名フィル各奏者をはじめ、国内外の著名ソリス トと多数共演。現在、主にアンサ

ンブルピアニス トとして、室内楽、器楽伴奏、合唱伴奏などで活躍。アンサンブル

アーベントイヤー、週末楽団メンバー。

平成元年 6月 より旭混声合唱団ピアニス ト.

ロゴ落ミ メ ンノバ ーー

旭 留毛 ラ講事イテ ロ昌 Eヨヨ
指揮者
ピアノ

ソプラノ

アル ト

テノーール

バ ジヽ

美 和 _L_コ ~

指揮者     照喜名一男
ピアノ     岩田 理恵
ソプラノ    伊藤 幸子  大薮 時子

照喜名純子  長澤 洋子
南 紀美子  官地 恭子

メゾソプラノ  河合美紀子  熊原 正枝
関   静  林 美穂子
水谷  操

アル ト     加悦 幸子  河村れい子
高島萬美江  高村 隆子
鍋島富美代

照喜名 二男
石り|| ひ とみ
安藤 美子  伊藤美和子  岩田 登代  小坂 光世
佐藤 尚子  柴田 春野  谷口千賀子  長谷川美智子
早澤満利子  藤本 鈴子
加藤美佐子  加藤みつ子  児玉千鶴子  千石 智子
辻 由紀子  中畑チズ子  古田貴智子  松本恵美子
秋田 松次  井上 喜弘  合瀬 弘正  加藤 太郎
槌橋  研  中畑 義弘  長谷川紀夫
加藤 信也  加藤 又一  長江 政則  早澤 信昭
平田 孝一  古田 和則  松本 義明  三栄 秀雄
吉岡 克賞

杉浦  静  寺部 美子
林  昌子  平井 洋子
横田美代子
小林千代美  栖村千年世
堀江 典子  水谷 国子

島松真由美  鈴木美恵子
滝本十代子  竹田あや子
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4 合唱団創立

1 言重[露E:[重 勇i[1バ
チじ出響

2 第 7回尾張旭市民音楽祭出演
4 指揮者に照喜名一男氏を迎える

: 露:日習贔倉得員善彙曇出省
ノレ出演

: 言:き書畠[E231暑 ]唇
"出

優
1 第 1回定期演奏会

団 員 募 集 中

一緒にハモッてみませんか !歌の好きなあなたを待っています。

*練習日

*練習会場

*団 費

*連絡先

1回/毎週 土曜午後 7時又は日曜 2ケ 月前に決定

尾張旭市旭ケ丘公民館

200o円 /月

団 長 秋田 松次 80561-53-5
副団長 槌橋  研 80568-91-8

引目曇 哀果暑翼季 88:::三 811:
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Caf6
BEAUBEL HOUSE

ボーベル・ハゥス     _
尾張旭市東大久手町 1丁 目‖―:5(森林公園南)●05615-4-5778

※営業時間/AM7:30～ 深夜0:Oo
※年中無休
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